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リスクマネジメント

リスクマネジメントの考え方

　富士通グループは、グローバルな ICT事業活動を通じて、

企業価値を持続的に向上させ、お客様や地域社会をはじめ

とするすべてのステークホルダーの皆様に貢献することを

目指しています。この目的の達成に影響を及ぼす様々なリ

スクを適切に把握し、その未然防止や発生時の影響最小化

と再発防止を、経営における重要な課題と位置付けていま

す。そのうえでグループ全体のリスクマネジメントやコンプ

ライアンスの体制を構築し、その実践を推進するとともに継

続的に改善しています。

リスクマネジメント・コンプライアンス体制の構築
　富士通グループでは、事業遂行上生じうる損失の危険の

顕在化を防止し、顕在化した損失の危険に的確に対応する

とともに再発の防止を行うため、取締役会に直属するリスク

マネジメントおよびコンプライアンスに関わる最高決定機関

として、リスク・コンプライアンス委員会を設置しています。

　リスク・コンプライアンス委員会では、国内外の富士通の

各部門や各グループ会社へのリスク・コンプライアンス責任

者配置に加えて、リージョンリスク・コンプライアンス委員会

を設置し、これらの組織が相互に連携を図りながら、潜在リ

スクの発生予防と顕在化したリスクへの対応の両側面から、

富士通グループ全体でリスクマネジメントおよびコンプライ

アンスを推進する体制を構築しています。

　また、国内外の富士通の各部門や各グループ会社のリス

クマネジメントとコンプライアンスの状況を把握し、方針や

プロセスなどを決定し、その実践と、継続的な改善（例：リス

クマネジメント規程やリスクマネジメントガイドラインの策

定、その実践と随時見直しなど）を図っています。
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リスクマネジメントのプロセス
　リスク・コンプライアンス委員会は、国内外の富士通の各

部門および各グループ会社の事業活動に伴う重要リスクの

抽出・分析・評価（富士通グループにおいて重要と考えられ

る33項目のリスクを中心に実施）を行い、これらに対する回

避・軽減・移転・保有などの対策状況を確認したうえで、対策

の策定や見直しを図っています。また、抽出・分析・評価さ

れた重要リスクについては、ランキング化やマップ化等によ

り可視化し、定期的に取締役会に報告しています。

　さらに、様々な対策の実行にもかかわらずリスクが顕在化

した場合に備え、対応プロセスを整備しています。自然災害・

事故、製品の不具合、システムやサービスのトラブル、不正

行為などのコンプライアンス違反、情報セキュリティ事故、

環境問題などの重要なリスクが顕在化した場合、各担当部

門や各グループ会社は、直ちにリスク・コンプライアンス委

員会に報告を行います。リスク・コンプライアンス委員会は

現場や各関連部門などと連携し、対策本部を設置するなど、

適切な対応によって問題の早期解決を図るとともに、原因

究明に努め、再発防止策を立案・実行します。加えて、顕在

化したリスクが重大な場合は取締役会に随時報告します。リ

スク・コンプライアンス委員会は、これらの各プロセスにつ

いても、実行状況を確認し、随時改善を図っています。
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No リスクカテゴリ 影響度 発生可能性

1 景気動向
2 お客様動向
3 競合他社動向
4 情報セキュリティ
5 コンプライアンス

33 環境・気候変動

リスクマネジメントのプロセス

事業継続計画に基づく新型コロナウイルス 
感染症（COVID-19）への対応
　近年、地震や水害などの大規模な自然災害や感染症の流

行など、経済・社会活動の継続を脅かす不測のリスクが多

発しています。富士通グループではこのような不測の事態

発生時にも、お客様が必要とする製品やサービスを安定的

に供給するため、事業継続計画（BCP：Business Continuity 

Plan）を策定するとともに、事業継続計画の継続的な見直

し・改善のために事業継続マネジメント（BCM：Business 

Continuity Management）を推進しています。

　COVID-19の感染拡大を受け、富士通グループでは、事業

継続計画に基づいて、お客様、お取引先、従業員およびそ

の家族の安全確保と感染拡大の防止を最優先としつつ、お

客様への製品・サービス提供の継続および感染拡大により

生じる様々な社会課題の解決に資する取り組みを進めてい

ます。

　具体的には、従業員に対する在宅勤務や時差出勤の推奨、

社内会議や当社主催イベントのウェブ会議・ウェブ配信への

切り替え、国内外の政府当局およびお客様と連携した諸施

策の実行などにより、感染流行期にも重要な事業を継続維

持し、社会的責任を遂行することを目指しています。

COVID-19への富士通グループの主な対応については、 
P8-9をご参照ください。

富士通グループの事業等のリスク
　富士通グループは、事業活動に伴うリスクを抽出・分析・

評価したうえで、影響の回避や軽減を図る対策を講じてお

り、万一リスクが顕在化した際には迅速に対応するよう努め

ています。

富士通グループの事業活動におけるリスクについての詳しい情
報は、以下で開示しているサステナビリティデータブック2020の 
「リスクマネジメント」および有価証券報告書の「事業等のリスク」
をご参照ください。

https://www.fujitsu.com/jp/about/csr/riskmanagement/
https://pr.fujitsu.com/jp/ir/secreports/

事業活動に伴う主なリスク
•  経済や金融市場の動向に関する 
リスク

•  お客様に関するリスク
•  競合・業界に関するリスク
•  投資判断・事業再編に関する 
リスク

•  調達先・提携等に関するリスク
•  公的規制、政策、税務に関する 
リスク

•  自然災害や突発的事象発生の 
リスク

•  財務に関するリスク
•  製品やサービスの欠陥や瑕疵に 
関するリスク

•  コンプライアンスに関するリスク
•  知的財産に関するリスク
•  セキュリティに関するリスク
•  人材に関するリスク
•  当社グループの施設・システムに 
関するリスク

•  環境・気候変動に関するリスク
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https://pr.fujitsu.com/jp/ir/integratedrep/2020/pdf/04.pdf




